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取 組
国有林野事業の

署の基礎データ

管内概要
徳島森林管理署は、四国の屋根と呼ばれる剣

つるぎさん

山系
主峰の剣山（1,955m）や三

み う ね

嶺を含み、16,282ha
の国有林と 2,107ha の官行造林を管理経営してい
ます。管内は、温暖で降水量も多いことから、樹木
の生育環境に恵まれています。
　また、徳島県では平成 36 年度素材生産量 600 千
㎥、新規就労者数 546 人の達成に向けた「新次元
林業プロジェクト」が進められているほか、「徳島
すぎ」の情報発信など、管内では特色ある活動が展
開されています。

所 在 地 徳島県徳島市川内町鶴島 239 － 1
区 域 面 積 414,700ha
う ち
森 林 面 積 314,857ha（森林率 76％）

国 有 林   18,389ha（国有林率 5.9％）

管 轄 区 の
関係市町村

５市６町１村（徳島市、吉野川市、
阿波市、美馬市、三好市、神山町、
那賀町、美波町、海陽町、つるぎ町、
東みよし町、佐那河内村）

徳島森林管理署管内図

安
全
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献

～
徳
島
森
林
管
理
署
の
民
国
連
携
の
取
組
～

四
国
森
林
管
理
局　

徳
島
森
林
管
理
署

は
じ
め
に

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
国
有
林
に
隣
接

す
る
民
有
林
と
の
協
調
施せ
ぎ
ょ
う業
、
協
調
販
売

等
の
一
体
的
な
取
組
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、

平
成
28
年
度
に
徳
島
県
、
三み
よ
し好
市
、
事
業
体
、

徳
島
森
林
管
理
署
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
会
議
」
を
設
置
し
、
民
有
林
・

国
有
林
が
連
携
し
て
地
域
の
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
課
題
把
握
と
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

徳
島
森
林
管
理
署
に
お
い
て
、「
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
会
議
」
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
民
国
連
携
の
様
々
な
活
動
や
取
組
に

つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

災
害
対
策
活
動
へ
の
支
援

　

徳
島
森
林
管
理
署
の
管
轄
区
域
に
あ
る
三

好
市
は
90
％
が
森
林
で
覆
わ
れ
、
加
え
て
中

央
構
造
線（
※
）
の
一
つ
の
三さ
ん
ば波
川が
わ
た
い帯
が
東
西

に
走
る
な
ど
脆
弱
な
地
域
で
も
あ
り
、
広
大

注：区域面積、うち森林面積は、「徳島県の経済と産業」
	 2018年版（公益財団法人	徳島経済研究所）による

な
地
す
べ
り
地
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
好
市
の
民
有
林
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
徳
島
森
林
管
理

署
が
所
有
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
三
好

市
が
徳
島
県
と
連
携
し
て
行
う
災
害
復
旧
活

動
を
支
援
す
る
協
定
を
、
平
成
29
年
３
月
に

全
国
で
初
め
て
三
好
市
と
の
間
で
締
結
し
ま

し
た（
写
真
２
）。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
豪

雨
等
の
災
害
発
生
後
、
三
好
市
か
ら
の
要
請

を
受
け
て
徳
島
森
林
管
理
署
が
ド
ロ
ー
ン
を

飛
行
さ
せ
、
民
有
林
の
被
災
状
況
を
確
認
し
、

そ
れ
ら
を
も
と
に
被
災
範
囲
、
原
因
、
災
害

対
策
案
な
ど
を
提
案
す
る
ほ
か
、
被
災
に
よ

り
孤
立
し
た
集
落
等
が
あ
っ
た
場
合
、
徳
島

森
林
管
理
署
が
保
有
す
る
衛
星
電
話
を
活
用

し
、
孤
立
集
落
の
状
況
等
も
併
せ
て
提
供
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に

お
け
る
民
有
林
支
援

　

平
成
30
年
６
月
末
か
ら
７
月
に
か
け
台
風

７
号
が
西
日
本
・
四
国
を
直
撃
し
、
徳
島
県

内
に
大
き
な
被
害
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、ド
ロ
ー
ン
も
活
用

し
て
民
有
林
に
お
け
る
被
害
状
況
を
確
認
・
把

握
す
る
と
と
も
に
、徳
島
県
や
関
係
市
町
村
が

行
う
災
害
調
査
活
動
に
徳
島
森
林
管
理
署
が

支
援
し
て
い
く
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

　

徳
島
県
な
ど
か
ら
の
要
請
を
受
け
、徳
島
森

林
管
理
署
で
は
、三
好
市
山や

ま
し
ろ
ち
ょ
う

城
町
白し
ら
か
わ川
地
区・

根ね

づ津
木き

地
区
、つ
る
ぎ
町
桑く
わ

平
だ
い
ら

地
区
、上
か
み
か
つ
ち
ょ
う

勝
町

蔭か
げ

行き

地
区
の
４
箇
所
で
発
生
し
た
民
有
林
被

災
地
に
お
い
て
、ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
に
よ
る
被

害
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。空
撮
デ
ー
タ
は
、

香川県

岡山県
広島県

徳島県

高知県

愛媛県

徳島
森林管理署

（
※
）
中
央
構
造
線
：
西
南
日
本
を
内
帯（
日
本
海
側
）

と
外
帯（
太
平
洋
側
）と
に
分
け
る
大
断
層
。
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そ
の
場
で
徳
島
県
の
担
当
者
に
提
供
し
、空
撮

当
日
に
行
わ
れ
た
災
害
対
策
会
議
で
活
用
さ

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、空
撮
デ
ー
タ
を
も
と
に

オ
ル
ソ
画
像（
※
）
を
作
成
し
、標
高
デ
ー
タ
を

入
力
し
た
成
果
品
も
提
供
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、早
期
の
被
災
状
況
の
把
握
と
災
害
復
旧
事

業
の
申
請
に
有
効
活
用
さ
れ
、新
た
な
民
有
林

支
援
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
よ
う

な
民
有
林
支
援
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、平

成
30
年
９
月
、市
町
村
林
務
担
当
者
、林
業
事

業
体
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た「
ド
ロ
ー
ン
操

縦
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。ド
ロ
ー
ン
は

災
害
対
策
、森
林
調
査
等
な
ど
様
々
な
場
面
で

活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、徳
島
森
林
管
理
署
が

持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
で
、地
元
の
森
林
・
林
業
の
振
興
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）（
写

真
４
）。

地
域
の
林
業
を
担
う

人
材
育
成
支
援

　

徳
島
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
28
年
４
月

に
徳
島
県
立
那な

か賀
高
校
に
設
置
さ
れ
た
「
森

林
ク
リ
エ
イ
ト
科
」
の
生
徒
（
26
名
）
を
対

象
に
卒
業
ま
で
の
３
年
間
に
渡
っ
て
、
森
林

の
種
類
、
施
業
、
収
穫
等
の
講
義
を
行
っ
て

い
ま
す
（
写
真
５
）（
図
１
）。

　

ま
た
、徳
島
県
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
林
業

就
業
希
望
者
が
実
践
的
な
林
業
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の「
と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」が

開
講
し
ま
し
た
。平
成
30
年
３
月
、徳
島
県
知
事
、

徳
島
県
森も

り林
づ
く
り
推
進
機
構
と
四
国
森
林

管
理
局
長
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
人
材
育
成

連
携
協
定
に
基
づ
き
、平
成
30
年
度
か
ら
、徳
島

森
林
管
理
署
が
主
体
と
な
っ
て
コ
ン
パ
ス
測

量
な
ど
現
地
実
習
、講
師
の
派
遣
、現
地
見
学
会

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

祖い

や谷
の
か
ず
ら
橋
の

シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確
保

徳
島
県
三み
よ
し
し

好
市
西に
し
い
や
や
ま
む
ら

祖
谷
山
村
の
「
祖
谷
の

か
ず
ら
橋
」は
、国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
で
、年
間
30
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ

る
重
要
な
観
光
資
源
で
す（
写
真
６
）。こ
の
橋

は
、３
年
毎
に
架
け
替
え
が
行
わ
れ
、山
間
部

に
自
生
す
る
架
け
替
え
用
資
材
の
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
の
資
源
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
徳
島
森
林
管
理
署
は
、平
成
24

年
３
月
、架
け
替
え
資
材
確
保
実
行
委
員
会
と

の
間
で「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
協

定
」を
締
結
す
る
と
と
も
に
、更
に
資
源
確
保

に
向
け
た
技
術
的
支
援
や
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ

（
猿サ
ル
ナ
シ梨
、学
名
：Actinidia	arguta

）の
実
の
活

用
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、平
成
30
年
２
月
に
、三
好
市
、香
川

大
学
農
学
部
と
徳
島
森
林
管
理
署
と
の
間
で

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
協
定
に
基
づ
き
、徳
島
森
林
管
理
署

で
は
三
好
市
、香
川
大
農
学
部
と
連
携
し
、国

有
林
を
活
用
し
た
、シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
優
良

母
樹
の
確
保
と
苗
木
の
育
成
、実
の
活
用
方
法

の
検
討
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民
国
連
携
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
会
議
の
設
置
に
よ
り
始

ま
っ
た
徳
島
森
林
管
理
署
の
民
国
連
携
へ
の

取
組
は
、
災
害
対
策
活
動
支
援
、
人
材
育
成

支
援
へ
と
拡
が
り
、
更
に
地
域
の
「
木
の
文

化
」
の
象
徴
で
あ
る
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」

の
架
け
替
え
資
材
の
確
保
と
進
化
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
の
林
業
分
野
に

と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
や
農

業
、
観
光
分
野
ま
で
関
係

す
る
ま
で
に
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
徳
島
森
林
管
理

署
で
は
、
今
後
も
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
通
じ
て
地
域

の
森
林
・
林
業
の
振
興
と

地
域
全
体
の
活
性
化
に
積

極
的
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真４

写真５

写真１　ケーススタディ会議の様子

（
※
）
オ
ル
ソ
画
像
：
空
中
写
真
の
位
置
ズ
レ
を
な

く
し
、
真
上
か
ら
見
た
よ
う
な
傾
き
の
な
い
、

正
し
い
大
き
さ
と
位
置
に
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
画
像
変
換
し
た
も
の
。

区　分 １学期 ２学期 ３学期

１年次 森林の種類 森林のもつ多面
的機能 森林施業

２年次 森林・林業・木
材産業の現状

新たな木材利用、
国有林野事業

木材市場、木材
加工施設見学

３年次「林業白書」の
解説

今度の森林及び
林業施業 ３年間のまとめ

写真２ 三好市と徳島森林管理署
のドローン活用災害活動
支援協定（H29.3.23）

写真３ 民有林被災地におけるド
ローンを活用した被害調
査の様子

市町村林務担当者を対象
にしたドローン操縦講習
会の様子

那賀高校森林クリエイト
科での講義の様子

図１	那賀高校森林クリエイト科の教育支援プログラム

写真６　祖谷のかずら橋
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